
２０１４年度 石狩市公立小中学校事務職員協議会 夏季研修会 

  

 ２０１４年７月２５日 かでる２・７ 

 主催：石狩市公立小中学校事務職員協議会 

 主管：石狩市公立小中学校事務職員学校間連携会議 

 

 

１．会長挨拶 

 

２．出席者紹介 

 

３．日程確認 

    準備（打合せ）  ９：００ ～ ９：１５ 

 

    受   付    ９：１５ ～ ９：３０ 

 

 ＜テーマ１＞  ９：３０ ～１０：３０ 

 

＜テーマ２＞  １０：３０ ～１１：３０ 

 

    ＜テーマ３＞  １１：３０ ～１２：００ 

 

昼食休憩 １２：００ ～１３：００ 

 

    ＜テーマ４＞  １３：００ ～１３：４５ 

 

    ＜テーマ５＞  １３：４５ ～１５：１５ 

 

＜テーマ６＞  １５：１５ ～１５：３０ 

 

休  憩    １５：３０ ～１５：４５ 

 

    その他実践交流 １５：４５～ 

 

 

＜テーマ１＞ 学校徴収金実態調査 他について      ・・・研究部 

 

＜テーマ２＞ 校内予算書の交流について         ・・・事務局 

 

＜テーマ３＞ ふらのフォーラムのレポートについて    ・・・事務局 

 

＜テーマ４＞ 予算要望の共通課題について        ・・・予算要望部 

 

＜テーマ５＞ 全道事務研レポート発表交流について    ・・・西の里小 鎌 田 様 

 

＜テーマ６＞ 就学援助事務の交流について        ・・・調査研修部 

 

＜テーマ７＞ その他                  ・・・事務局 

 

       実践交流                 ・・・研究部 

 

 

 



＜テーマ１＞学校徴収金実態調査について 

      昨年度から行っている学校徴収金調査について今年度も継続調査を行いました。昨年度の

調査との相違点として徴収金決定時においての事務職員の関わりについて調査項目を増や

しています。 

 

交流の観点として 

①昨年度と比べて今年度の変わった所はあるのか？ 

 

②徴収金決定に関して事務職員の関わり方についての現状は？ 

 

③今後に向けての課題と今後の方策はなにか？ 

 

学校徴収金未納調査について 

未納に関する調査を今年度行っています。次年度から就学援助システムが導入され、未納対策につい

ても検討される事から各校の未納者の状況や督促に関する事務職員の関わりについても交流を行う。 

 

①未納に関する調査において特徴的な点はなにか？ 

 

②今後に向けての課題と今後の方策はなにか？ 

 

＜テーマ２＞校内予算書の交流について 

 

    石狩市の学校間連携会議では、昨年度の夏季研などでも校内における予算書・決算書についての交

流を行って来ています。先日の日刊連携において今年度の「予算書」を集約させていただきました。 

 

交流の観点として 

①前年と比べて、どのような点を改善したか。 

 

②工夫している点はどんなところか？ 

 

③保護者負担公費化（軽減）に向けてどのような取り組みをしている？ 

 

④予算に対する教職員の意見をどのような方法で取り入れているか？ 

 

⑤職員会議ではどのような意見が出ているか？ 

 

 

＜テーマ３＞ふらのフォーラムのレポートについて 

  来週８月１日に旭川で行われる「ふらのフォーラム」において午後の学校間連携交流について 

石狩市からの提言についてプレ発表し交流を行う。 

 

交流の観点 

レポートを石狩市の方々に確認してもらい次週の発表につなげていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜テーマ４＞予算要望の共通課題について 

    予算要望へ向けた取り組みとして今年度初めての試みとして教育予算要望書・要望事項集約用

紙の中で、配分予算の在り方に対し自由記載の部分を追加して集約を行いました（その他、予算

全体に関する事項についての自由記載欄も追加）。調査の結果、全体に共通していたのはもちろ

ん予算の増額でした。それに関しては予算要望書にも常々書かれていますので、今回は改めて出

てきた特徴のあるものを交流し、予算要望書へ生かせていきたいと思います。 

 

交流の観点として 

①集約結果を確認し石狩市としての問題点を洗い出す。 

 

②「流用ができるようになれば」という意見が多かったが、具体的にどのようなところが不便でどのよ

うにしていけばよいと思うか？現状の交流と今後の方策を検討する。 

 

③図書整備用消耗品新設という意見があったが、該当校があれば現状の交流を。多岐にわたる外部指導

者の方が入っていますが、同じような事例は？現状を交流し今後の方向性を見いだす。 

 

④「各学校へ配分する前に、調査等行い各校ごとの配分だと無駄がなくなるとは思うが、難しそう。①」と

いう意見や「教育委員会は、配分総額と配分項目のみを学校に提示し、配分項目ごとの額は校長が定

めて市教委に報告する方法にする⑫」という考え方もあるようだが、本当に可能だと思うか。 

 

⑤「市教委の一括見積もりなど少しでも安価に購入できるように検討」という意見があったが市教委へ 

要望できないか？ 

 

⑥予算要望書への共通課題として記載できる事項はないか？ 

 

＜テーマ５＞全道事務研レポート発表交流について 

    ９月に北見で行われる全道大会において石狩支部の研発として発表される北広島市立西の里 

小学校 鎌田晃様をお迎えしレポートの交流を行います。 

 

交流の観点として 

①まず全体を通して質問や意見がありましたら交流したい。 

石狩市の部分で補足や疑問について 

②学校徴収金（保護者負担）調査について 

③各種補助金調査について 

④未納金に関する調査 

⑤市内の就学援助認定状況について 

⑥職業体験学習交通費・引率旅費調査について 

⑦修学旅行経費調査について 

 

＜テーマ６＞就学援助事務の交流について 

    第５３回連携会議において市教委から情報提供のあった児童手当事務取扱規則についてもう一度

交流してみたい。 

また、同じく前回の部会において議題となっている就学援助のシステム変更に関わる業務内容につ

いては次回の部会で検討する予定となっていますが、夏季研において他市町村の参加者もいらっしゃ

ることから各市町村の就学援助業務について気になる所があれば交流したい。 

 

交流の観点として 

①児童手当支給事務取扱規則について、どのようなものか確認し、道内で制定されている白老町および

北斗市の事例について交流する。 

 

②石狩市の就学援助システム導入に向けた市教委との交流に向けて夏季研に参加されている他市町村

の方から各市町村の就学援助事務についての現状及び問題点がないか交流する。 


